
わ 

コメンテーター； 瀬畑 源 さん 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■日時 : 2024年8月3日（土）13：30～16：00                

■会場：オンライン開催  
※オンライン会議システム・Zoomを使用。スマホやPC等のインターネット端末から参加いただけます。参加方法の詳細は、お申込みく

ださった方に開催前日までにメールいたします。聞くだけの参加も可能ですが、この対話の場を一緒につくれるよう、お声を出していただ

けましたら幸いです。参加者さまのお顔は写らないよう初めはこちらで設定しますが、ご発言の際は自主的にお顔を写していただけます。  

■参加費：無料  ※先着50名様。申込の締め切りは24年8月1日（定員に達し次第、締め切ります）。 

■主催：NPO法人まちぽっと ソーシャル・ジャスティス基金 https://socialjustice.jp/  メール info@socialjustice.jp 

■お申込みページ： https://socialjustice.jp/20240803.html ※事前にご登録ください。 

 

― 助成： オープン・ソサエティ財団 ― 

 

ジェンダー平等と包括的性教育 

自分の人生を自己決定する力を育む学びを広げるために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

■ゲスト： 染矢明日香さん 
＊基調講演 
 

  

ソーシャル・ジャスティス基金(SJF)アドボカシーカフェ第87回 

 

一般社団法人Spring幹事・西東京市議

会議員(5期目)。2女の母として、若年女

性を取り巻く性の問題に課題を感じ、2015

年に最初の刑法性犯罪条項改正を求める運

動に参加、刑法と性犯罪を考える当事者の

会に所属する。2017年、一般社団法人

Spring設立メンバー。最初の改正で積み残

した課題解決のため、性暴力被害当事者の

メンバーと共に、国会議員に対するロビイ

ング活動等に取り組み、2023年に不同意

性交等罪への変更を含む改正が実現した。 

日本の人口妊娠中絶は年間約13万件に及び、若年層における性感染症の蔓延や子どもへの性暴力被害、生後

間もない乳児の遺棄事件も後を絶ちません。国際的には、自分の人生に関する自己決定をしていく力を育む「包

括的性教育」が広がりつつある一方、日本政府では積極的に取り入れる姿勢は示していません。セクシュアル・

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）を実現するために、人権尊重・ジェンダー

平等と科学的根拠に基づく包括的性教育を広げていくために必要なことを皆さんと考えます。 

納田さおりさん 
 

  

澤柳孝浩さん 
 

  

   

公益財団法人プラン・インターナショナ

ル・ジャパン アドボカシーオフィサー。

2010年からプラン・インターナショナル

で勤務。教育支援の拡充とジェンダー平等

を目指して、ユース・エンゲージメントや

政策提言、ジェンダー教育ワークショップ

を担当。日本政府をはじめ関係各所に働き

かけを行う。支援者サポート業務、ハイチ、

ベトナム、グアテマラ、ウガンダなどにお

けるプログラムの管理業務を経て、現職。

教育協力NGOネットワーク（JNNE）理事。 

NPO法人ピルコン理事長。性の健康

啓発を行うNPO法人ピルコンを2013

年に設立。子ども・若者や保護者、教育

関係者向けの性教育講座や情報発信、政

策提言を行う。公認心理師、公衆衛生学

修士、思春期保健相談士、慶應義塾大学

SFC研究所上席所員。著書に『マンガで

わかる オトコの子の「性」』、『はじめて

まなぶ こころ・からだ・性のだいじ こ

こからかるた』など。 
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